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	離れてはじめて、
	見えてくるものがある。
	共同生活型支援の意義と効果
	～第三者との関わり・家（家族）から離れて見えてくるもの～
	津富 宏
	先生
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	13:00–17:00
	2026
	（日）
	国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟416

	本シンポジウムについて
	プログラム
	12:00
	開場・個別相談ブース オープン

	13:00
	開会

	13:10
	基調講演

	14:10
	共同生活型支援団体のご紹介
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	シンポジウム
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	個別相談ブース
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	交流会（別会場）


	シンポジウム登壇者
	コーディネーター
	津富 宏
	パネリスト

	下野 六太
	牟田 光生
	河野 久忠
	川田 史郎
	元当事者の方①
	元当事者の方②

	個別相談ブース 出展団体
	共同生活型支援とは？
	NPO法人教育研究所
	NPO法人クラウドナイン
	一般社団法人グッドライフジャパン

	NPO法人青少年自立援助センター
	NPO法人青少年自立援助センター北斗寮
	NPO法人東北青少年自立援助センター
	一般社団法人とちぎ青少年自立援助センター

	認定NPO法人北陸青少年自立援助センター
	国立オリンピック記念青少年総合センター　センター棟416
	東京都渋谷区代々木神園町3-1
	主催・お問い合わせ先


	NPO法人共同生活型自立支援機構


